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「ダメだ。ボクらには情報がたりないんだ」ジェフが、あきらめたように言った。
「ほら、サマーズのスカラビ文化薄物館で、袖の下を要求してきたヤツがいた部屋があつな
たろう。あそこになにか重要な秘密が隠されている気がするんだ。行ってみよう」
ジェフの言葉に従って、ぽくらはサマーズへとテレポートした。
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「最近、モノトリーさんがうらぶれたボルヘスの酒場に出入りしてるらしいぞ」
へえ?あの大金持ちがなんであんなところへ……
道すがら小耳にはさんだ情報が気になって、ぽくらはその酒場を訪ねてみることにした。
すみません、ここにモノトリーさんはよくいらっしゃるんですか?」
まずカウンターの中のマスターに声をかけてみたが、「さあね」とかわされてしまった。
てこで、酒を飲んでいる男たちに聞いてみたが、みな肩をすくめたり、無視したり……。
そのうち裏の厨房から店のママさんらしき人がやってきて、ぽくらを、店の外に追い出し
てしまった。「子供は立入禁止だよ!」
てしまった。「子供は立入禁止だよ!」9ヘ

